
令和7年度 杉並区施策評価シートⅠ

施策 11 グリーンインフラを活用した都市環境の形成

分野 03 気候危機に立ち向かい、みどりあふれる良好な環境を将来につなぐまち

施策担当課 みどり公園課 関係課 都市整備部管理課　土木計画課

施策目標

○区民・事業者等と区が協力することによって、みどりの総量が増加するとともに、みどりの質も向上しています。
○グリーンインフラの整備が進むことによって、生物多様性の維持・確保や水害・浸水対策の機能向上など、自然環境が持つ多面的な効果を生かした都市環境
が形成されています。
○みどり豊かな身近な憩いの場として、また、災害時に備えたオープンスペースとして、誰にとっても安全で快適に利用できる公園整備が進んでいます。

指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 目標年度
目標値

活
動
指
標

当該年度に新設、拡張整備した公園
面積 ㎡

計画 361 1,587 14,058 5,121
実績 361 1,587 14,062 -

達成率 100.0% 100.0% 100.0% -

接道部緑化助成延長 ｍ
計画 350 350 350 350
実績 152 127 44 -

達成率 43.4% 36.3% 12.6% -

多世代が利用できる公園づくり基本
方針に基づき改修した公園数 園

計画 6 6 9 6
実績 6 5 9 -

達成率 100.0% 83.3% 100.0% -

みどりに触れ合えるイベントの開催
数 回

計画 3 3 3 3
実績 3 3 3 -

達成率 100.0% 100.0% 100.0% -

成
果
指
標

緑被率
みどりの実態調査 ％

計画 22 22 22 令和12年度
実績 21.99 21.99 21.99 - 24.7％

達成率 100.0% 100.0% - -
分類 社会成果（課題）指標

区民一人当たりの公園面積
年度当初の区内公園面積÷人口 ㎡/人

計画 2.21 2.27 2.3 2.35 令和12年度
実績 2.25 2.27 2.3 - 2.47㎡/人

達成率 101.8% 100.0% 100.0% -
分類 社会成果（課題）指標

みどりの豊かさに満足する区民の割
合 区民意向調査による ％

計画 88 88 88 89 令和12年度
実績 85.3 84.4 88.6 - 90％

達成率 96.9% 95.9% 100.7% -
分類 区民満足度指標

計画
実績 -

達成率 - - - -
分類

計画
実績 -

達成率 - - - -
分類

計画
実績 -

達成率 - - - -
分類

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

施
策
コ
ス
ト

事業費 千円
予算額 2,950,425 4,319,010 2,597,043 3,248,498 4,268,211 3,387,532
実績額 2,814,103 4,218,579 2,504,042 3,112,437 3,591,666 -
執行率 95.4% 97.7% 96.4% 95.8% 84.1% -

人件費 千円
予算額 505,148 600,551 597,249 573,057 599,171 648,796
実績額 646,805 634,834 628,174 617,393 679,574 -
執行率 128.0% 105.7% 105.2% 107.7% 113.4% -

総事業費
千円

予算額 3,455,573 4,919,561 3,194,292 3,821,555 4,867,382 4,036,328
実績額 3,460,908 4,853,413 3,132,216 3,729,830 4,271,240 -

(事業費+人件費) 執行率 100.2% 98.7% 98.1% 97.6% 87.8% -

国・都からの
補助金等 千円

予算額 203,520 1,244,412 244,601 0 0 11,300
実績額 161,396 1,003,983 150,451 0 234,152 -
執行率 79.3% 80.7% 61.5% - - -

総事業費伸び率
％

予算額 42.4% -35.1% 19.6% 27.4% -17.1%
(予算額、実績額の
 対前年度比)

実績額 40.2% -35.5% 19.1% 14.5% -

人件費比率 ％ 予算額 14.6% 12.2% 18.7% 15.0% 12.3% 16.1%
(人件費÷総事業費) 実績額 18.7% 13.1% 20.1% 16.6% 15.9% -

特記事項

令和6年度事業費の執行率84.1％についての主な要因は、公園整備・リニューアルにおいて、繰越明許費や契約落差金が発生したため。
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施策の成果

　現代は気候変動に伴う豪雨災害、都市のヒートアイランド現象、生物多様性の減少などの地域課題があり、自然が
有する多様な機能を活用したグリーンインフラの取組によって、改善される可能性があります。そのことから、「杉
並区みどりの基本計画」の改定作業においてグリーンインフラの視点を反映するように検討しました。
　公園整備について令和6年度は、荻外荘公園、下高井戸みんなの公園を新規開園したことで、区民一人当たりの公園
面積を増やすことができました。令和7年度は、すぎはち公園、荻外荘公園展示棟、下高井戸おおぞら公園拡張の整備
工事を進め、引き続き公園面積を増やすことにつなげていきます。
　公園改修については、「多世代が利用できる公園づくり基本方針」に基づき、9公園の改修工事を実施するとともに
、令和7年度に改修する6公園について地域でのワークショップを開催し、区民とともに公園づくりを進めることがで
きました。その他、わかたけ公園、西永福公園、和田さくらの坂公園に雨水浸透施設を設置し、水害対策の強化を図
りました。
　みどりに関する取組では、建築行為等における緑化指導（1,856件）や接道部緑化の助成（44ｍ）等によって、みど
りの創出やみどりのネットワークの形成を推進しました。あわせて保護指定制度による支援のほか、ボランティア等
による屋敷林等の維持管理への支援によって民有のみどりの保全を図りました。また、みどりのイベントや落ち葉感
謝祭などを開催し、区民のみどりへの関心を高めました。

課題の分析

　自然環境が有する多様な機能を地域の課題解決へと活用するグリーンインフラの視点は、環境、福祉、教育など様
々な分野へ活用することができます。特に、公園の整備・改修やみどりに関する取組は、グリーンインフラの様々な
効果を実装できる機会として重要なものです。公園の新設により、公園面積は増えていますが、区立公園条例で定め
る区民１人当たりの公園面積の標準5㎡には達成していません。雨水流出抑制や災害に備えたオープンスペース確保等
の点からも公園整備を進める必要があります。また、3,000㎡未満の公園等が全体の約9割を占め、多世代が幅広く利
用できる中規模以上の公園が地域に偏在している現状を踏まえると、様々な公園機能が発揮できる3,000㎡以上の公園
の整備が必要です。
　区内のみどりの約7割が民有地であることから、維持管理等を所有者のみに任せるのではなく、区民が自分ごととし
てみどりとの関わり方について考え取り組み、グリーンインフラの活用が地域に広がることが重要となります。その
ため、杉並の原風景である屋敷林・農地等を区民共通のみどりの財産として地域で守り育てていく取組等に対する支
援が必要です。

改
善
・
見
直
し
の
方
向
　
中
長
期

今後の施策の方向性 拡充

今後の進め方

　杉並の原風景といえる屋敷林や農地など、まとまった民有のみどりが特に減少し緑被率が目標に達成していない現
状では、公共のみどりに関する取組だけでなく、区民一人ひとりが自分ごととしてみどりについて考え、取り組むこ
とが重要と考えています。ワークショップの開催等による区民意見などを踏まえ改定を進めているみどりの基本計画
においても、このような考えを改定の視点の一つに取り入れ、区民の行動変容につながる取組を示していきます。あ
わせてみどりとの関わりを庁内各部職員が区民サービスの向上につながる視点で考えることで組織横断的な取組の連
携強化を図ります。そのほか、樹木を健全に保つみどりの質などを視野に入れた保護指定制度の見直しや、市民緑地
（区名称：いこいの森）設置数を増やすことによって、屋敷林等みどりの保全を進めていきます。
　グリーンインフラについては、生物多様性の向上や流域治水の推進をはじめ、環境、教育、福祉など様々な分野の
課題解決に寄与するものと考えています。今後は各分野を所管する部署を交えた全庁横断的な取組として進めていく
ために全庁研修の開催などを実施していきます。
　一人当たりの公園面積を増やすことや地域の防災機能向上などのため、生産緑地等のまとまった土地を確保して公
園の整備を進めていきます。特に、多世代が利用できる公園づくり基本方針における2500㎡以上の核となる公園の整
備を進めるとともに、核となる公園を中心とした公園等の改修によって区民ニーズに応える公園づくりも進めていき
ます。



令和7年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）

【施策 11 】【施策名称 グリーンインフラを活用した都市環境の形成 】 ※金額の単位は千円

整
理
番
号

事務事業名称

実
行
計
画
事
業

主
要
事
業

令和6年度
人件費 総事業費

施策から見た
事業費 事業の方向性

1 389 水辺環境の整備 ○ 90,555 12,406 102,961 現状維持

2 402 公園の維持管理 ○ 1,494,908 367,262 1,862,170 推進（拡充）

3 403 遊び場の維持管理 51,189 22,445 73,634 現状維持

4 404 公園等の整備 ○ ○ 1,327,822 67,693 1,395,515 現状維持

5 405 公園のリニューアル ○ ○ 303,066 35,068 338,134 推進（拡充）

6 406 みどりを育てる ○ ○ 16,917 54,248 71,165 現状維持

7 407 みどりを創る ○ 121,098 39,479 160,577 現状維持

8 408 みどりを守る ○ ○ 62,678 36,265 98,943 現状維持

9 409 みどりの基金 ○ 25,822 5,811 31,633 現状維持

10 410 公衆便所の維持管理 27,988 10,808 38,796 現状維持

11 411 公園緑地事務所等の管理運営 69,623 28,089 97,712 現状維持

12 以下再掲事業の評価表

13 423 自然環境の保全
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合計 3,591,666 679,574 4,271,240

施策を構成する
事務事業に関する特記事項


